






・認可外保育施設の認可化促進による待機児童の解消や施設の質の向上を
図るための施設改善、経営指導、児童の処遇向上等の取り組みを行う市
町村を支援

・Ｒ1年度：7.5億円(国費：5.9億円) ※H24～Ｒ3年度（予定）

【認可化移行】
運営費・施設改善費の支援

認可化移行計画

目
標

認可外保育施設

認可外保育施設の質の
向上及び児童の処遇向上

認可保育所

待機児童の解消

・高校のない離島出身者の経済的負担の軽減を図るため、沖縄本島に
高校進学する生徒の寄宿舎と交流機能を併せ持つ施設を整備

・総事業費：10.3億円（国費：8.2億円） ※H24～27年度
・H28年１月４日 開所 （愛称：群星寮）

・沖縄県が本土市場から遠隔地であることによる不利性を解消し、本
土での市場競争力の向上や出荷量の拡大を図るため、直近他県まで
の輸送コスト相当額を補助

・Ｒ1年度：28.5億円(国費：22.8億円) ※H24～Ｒ3年度（予定）

・離島であるため、沖縄本島に定期的に通う必要がある透析を必要と
する患者の負担を軽減するための人工透析施設を整備

・総事業費：4.9億円（国費：3.8億円） ※H24～25年度
・H26年４月 開所

鹿児島県までの
輸送コスト相当分を補助

県
外
市
場

県外出荷

☆県外出荷時期・出荷量の拡大
☆価格競争力の向上 等

県内
生産者

（写真）ゴーヤー、マンゴー、クルマエビ

ソフト交付金の主な活用事業例

離島児童生徒支援センター整備事業【県】 待機児童対策特別事業【県】

農林水産物流通条件不利性解消事業【県】 村立診療所人工透析施設整備事業【伊江村】
い え
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水道広域化施設整備事業

水源水質の悪化や制限給水、水道料金の高騰など、
沖縄本島との地域間格差が大きい本島周辺離島８村の
課題解消を図るため、県において、離島における水道
施設の整備を行う。

これにより、水道サービスの向上を図り、離島の定
住条件の整備に寄与する。

ハード交付金の主な活用事業例

○ 令和元年度事業費 40億円（うち国費32億円）
（平成30年度事業費 32億円（うち国費26億円））

○ 事業期間：平成２８年度から令和７年度

石垣空港線道路整備事業

県道石垣空港線は、平成25年3月に開港した石
垣空港と石垣港（及び市中心部）を結ぶ重要な路線
である。

当該道路整備により、既存道路の混雑や事故の低
減、八重山圏域における物流及び交流活性化に寄与
することが期待される。

○ 令和元年度事業費 14億円（うち国費13億円）
（平成30年度事業費 11億円（うち国費10億円））

○ 事業期間：平成２４年度から令和４年度

完成イメージ図

浄水施設

取水施設
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沖縄科学技術大学院大学（ＯＩＳＴ）について

１．目的

２．特色

沖縄において世界最高水準の教育研究を行うことにより、①沖縄の振興と自立的発展、②世界の科学技術の発展に寄与することを
目的とする(沖縄振興特別措置法(平成14年法律第14号)、沖縄科学技術大学院大学学園法(平成21年法律第76号))。

大学院大学の設置主体として特別な学校法人「沖縄科学技術大学院大学学園」を設立。
沖縄振興の観点から国が特別な財政支援を行う(学園法)。 （期待される沖縄振興への効果）

・科学技術の国際的な拠点の形成
・イノベーション・エコシステムの形成
・科学技術に関する人材の育成 等

・学部の壁のない組織（単一の研究科・専攻）
・５年一貫制の博士課程のみ
・教育研究は英語で行い、学生・教員の半数以上は外国人。

３．取組状況

○平成23年11月に大学院大学及び学園を設立。

（学園の理事等）

理事長/学長：ピーター・グルース(前マックス・プランク学術振興協会会長)

副理事長：ロバート・バックマン（元米国国立衛生研究所・神経疾患・脳卒中研究所副所長）

非常勤理事(16名)：ノーベル賞受賞者等の科学者、沖縄振興や大学経営に係る有識者等 （R1.5時点）

○教員65名(うち外国人39名)を含め、約60の国・地域から
計509名(同288名)が研究に従事（R1.5時点）

(物理学、化学、神経科学、海洋科学、環境・生態学、数学・計算科学、
分子・細胞・発生生物学の７分野を基礎とする先端的・学際的な研究)

○平成24年９月に開学。167名（うち外国人145名）の学生が在
籍。これまでに33名が卒業（うち外国人27名）。（R1.5時点）

○教員は、採用時及び原則５年ごと、外部の評価委員会により
世界的に高いレベルの基準で評価。

○平成22年３月に第１研究棟、平成24年６月に第２研究棟、
平成27年６月に第３研究棟を供用開始。現在、第４研究棟を
整備中。また、平成30年度より第５研究棟の基本設計に着手。

オ イ ス ト

キャンパス外観（平成27年３月）

第３研究棟第２研究棟

第１研究棟

センター棟

ピーター・グルース学長
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